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「第5次岩手県子どもの読書活動推進計画」について
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概要版
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２ 「Ⅰ 総論」について

３ 「Ⅱ 各論」について
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1 「第5次岩手県子どもの読書活動推進計画」とは

■ 国の動向
平成13年12月
「子どもの読書活動の推進に
関する法律」（以下「読書法」）

平成14年８月
「子どもの読書活動の推進に
関する基本的な計画」（第一次）

平成20年３月 第二次計画

平成2５年５月 第三次計画

平成30年４月 第四次計画

■ 県の動向

平成16年３月
「岩手県子どもの読書活動
推進計画」（第1次）

平成21年６月 第２次計画

平成26年６月 第3次計画

平成31年３月 第４次計画

【主な成果】
・家庭、地域、学校、公立図書館等の
それぞれにおける子どもの読書活動
の充実
・不読者（１か月に１冊も本を読まな
い子ども）の減少及び月あたりの読
書冊数の増加

【主な課題】
・年齢が上がるにつれ読書者（１か月
に１冊以上本を読んだ子ども）の割
合が減少
・子どもを取り巻く環境の変化等によ
り読書をする時間がさらに減少する
懸念

令和５年３月 第五次計画
令和６年３月 改訂
「第５次岩手県子どもの

読書活動推進計画」 踏まえて策定

「いわて県民計画（2019～2028）」

岩手県教育振興計画
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■ 計画の期間

令和６年度を初年度とし、当面は、概ね令和10年度までの５か年計画とする。

ただし、国の計画の動向等を踏まえ、必要に応じて見直すこととする。

I 総論

■ 計画の構成

・子どもの読書活動の意義

・国の第四次基本計画の成果と課題
・子どもの読書活動を取り巻く情勢
・国の第五次基本計画の内容
・本県の現状と課題
・本県の子どもの読書活動の推進におけ
る基本的な考え方

Ⅱ 各論

・子どもの読書活動推進に向けた

家庭、地域、学校等における取組状況

・これからの方向性、そのための

条件整備等
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２ 「Ⅰ 総論」について

全ての子どもたちが読書活動の恩恵を受けられるよう、家庭、地域、学校

等が連携し、社会全体で子どもの読書活動を推進する必要がある。

現代の子どもたちには、変化が複雑で予測困

難な社会に対応する資質・能力が求められる。そ

れらを育む上で、読解力や想像力、思考力、表現

力等を養う読書活動は不可欠。

読書活動は、「子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力

を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていくうえで欠くことの

できないもの」（読書法）

子どもの読書活動の意義

子どもたちは読書活動を通じて、多くの知識を得

たり、多様な文化への理解を深めたりすることがで

きる。また、自ら学ぶ楽しさや知る喜びを体得し、さら

なる探究心や心理を求める姿勢が培われる。
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国の子どもの読書活動推進への取組

◆令和元年６月

「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に

関する法律」（読書バリアフリー法）制定

「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に
関する基本的な計画」（「読書バリアフリー
基本計画）の策定

◆教育におけるデジタル化の進展

◆令和４年１月
第6次「学校図書館図書整備等５か年計画」
策定

「障がいの有無にかかわらず全ての

国民が等しく読書を通じて文字・活字

文化の恵沢を享受することができる

社会の実現に寄与すること」

「『誰もが、いつでもどこからでも、誰と

でも、自分らしく学べる社会』を目指す

こと」

・「学校図書館図書標準」の達成
・計画的な図書の更新
・学校図書館への新聞の複数紙配備
・学校司書の配置拡充
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第四次基本計画期間における現状

ア 図書館数が過去最高

イ 児童室を設置している図書館が増加

ウ 読み聞かせボランティア登録制度を
設けている図書館が増加

エ 図書館でのオンライン閲覧目録の
導入率が増加

オ 学校司書を配置する学校等の割合が
増加

2001年度
（平成13年度）

小学生 ６．２冊
中学生 ２．１冊
高校生 １．１冊

１か月間の平均読書冊数

2023年度
（令和５年度）

12．6冊
５．５冊
１．９冊
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国の子どもの読書活動推進への取組

約２倍に



第四次基本計画期間における現状

▲不読率

・いずれの学校段階でも、

数値目標を下回った。

▲新型コロナウイルスの感染

拡大による影響

・図書館へのアクセスが

一定期間制限された。

・体験活動の機会が減少した。
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国の第五次基本計画の策定
「第五次子どもの読書活動の推進
に関する基本的な計画の概要」
（文部科学省）より
https://www.mext.go.jp/conte
nt/20230327mxt-chisui01-
100316_02.pdf
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２ 「Ⅰ 総論」について

国の子どもの読書活動推進への取組

■基本方針

急激に変化する時代において、必要とされる資質・能力を育む上で、読解力や想像力、思考力、

表現力等を養う読書活動の推進は不可欠であり、全ての子どもたちが読書活動の恩恵を受

けられるよう、以下の点を考慮し、社会全体で子どもの読書活動を推進する。

１ 不読率の低減

２ 多様な子どもたちの読書機会の確保

３ デジタル社会に対応した読書環境の整備

４ 子どもの視点に立った読書活動の推進

https://www.mext.go.jp/content/20230327mxt-chisui01-100316_02.pdf


本県の現状

８割以上が読書が「とても
楽しい」「どちらかという
と楽しい」と回答

全校種で全国を上回っている。
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(全国)

(70.0％)

(86.9％)

(５６．５％)



小学生と高校生は全国を上回っている。

岩手県子どもの読書状況調査
令和５年度集計結果
https://manabinet.pref.iwate.jp/content
s/child_reading/05dokusyo_kekka.pdf 11

２ 「Ⅰ 総論」について

本県の現状

(全国)

(5.5冊)

(1.9冊)

(12.6冊)

https://manabinet.pref.iwate.jp/contents/child_reading/05dokusyo_kekka.pdf


本県における取組の成果と課題

成 果

◆H１６ 第１次推進計画策定時と比較し、
本県児童生徒の「１か月間の読書冊数」「読書者の割合」
（※）が増加
※全国平均値と比較しても高い水準を維持

◆「いわ100」「いわ100きっず」を県内全小学１年生
及び中学１年生に毎年配布
→各学校、各公立図書館でブックリストを
活用した取組が充実

◆ボランティア団体等による読み聞かせや
子どもの読書環境の整備・充実（県内各市町村）

まなびネットいわて
「子どもの読書活動推進」ページ
https://manabinet.pref.iwate.jp
/index.php/kosodate/dokusyo/
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https://manabinet.pref.iwate.jp/index.php/kosodate/dokusyo/


課 題

●学年が上がるにつれて不読率が増加傾向に
あること。特にも高校生の約20％が不読者
（令和５年度時点）であること
→乳幼児期から高校生までそれぞれの
発達段階に応じた取組が必要

●デジタル社会の進展等に対応した環境整備

●「読書バリアフリー法」に関連したデジタル図書や拡大図書の拡充

●学校図書館等における図書資料の整備の促進

●全ての児童生徒にとっての居場所となるような学校図書館の機能強化 13
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本県における取組の成果と課題



子どもの読書活動の推進における基本的な考え方

１ 家庭・地域・学校及び関係機関の連携協力

２ 多様な子どもの読書活動を支える人材育成

４ 発達段階に応じた読書環境の整備

３ 子どもの読書推進における普及啓発

５ 子どもの読書への関心を高める取組の推進
14
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１ 家庭・地域・学校及び関係機関の連携協力

・多様な子どもの自主的な読書活動を推進するため、
家庭・ 地域・学校を含め様々な主体それぞれが担
うべき役割を自覚し、連携協力しながら役割を果た
していく。

・本県で半世紀以上も前から
推進している「教育振興運動」の
実践を生かしながら、 読書活動
の推進に積極的に取り組む。

「教育振興運動」に関する情報
はこちら
https://manabinet.pref.iwa
te.jp/index.php/cooperatio
n/kyoshin/
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子どもの読書活動の推進における基本的な考え方

https://manabinet.pref.iwate.jp/index.php/cooperation/kyoshin/


２ 多様な子どもの読書活動を支える人材育成

◆ICTの効果的な活用や、視覚障がい者
等が利用しやすい書籍や電子書籍（「ア
クセシブルな書籍や電子書籍」）等の整
備が必要である。

◆教師、保育士、学校司書、司書等子ども
の読書を支える関係者に求められるスキ
ル等も急速に変化、複雑化している。

◆読書ボランティア等に求められている
活躍の場が高等学校や特別支援学校、
教育支援センター等にも広がっている。

県や市町村、図書館等の
関連機関は・・・

・これまでの研修内容等の見直し

・多様な子どもたちが読書に親し
むための環境づくりに資する
人材育成
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子どもの読書活動の推進における基本的な考え方



３ 子どもの読書推進における普及啓発

子どもの読書活動の意義や必
要性について、県民一人ひとりが
理解と関心を深めながら、社会全
体で読書活動を推進する機運を
高めていく。

４ 発達段階に応じた読書環境の整備

乳幼児期からの発達段階に応じた
読書活動が行われることが必要

・「発達段階ごとの特徴を踏まえつつ」
・「乳幼児、児童、生徒一人ひとりの発達
や読書経験に留意し、」
・「家庭、地域、学校等において読書を楽
しむ習慣を形成するための取組が進め
られることが重要」 17

２ 「Ⅰ 総論」について

子どもの読書活動の推進における基本的な考え方



５ 子どもの読書への関心を高める取組の推進

・読書への関心を高める取組を継続
的に行う。

・子ども自身による読み聞かせなど、
読書活動を通したボランティア活動
を促進することも、より主体的な読書
活動の推進につながる。

・子どもに「心に残る一冊の本」に出
会うきっかけを作る（例. ブックリスト
「いわ100」及び「いわ100きっず」
を活用した幅広い取組）。

読書への関心を高める取組の例

①読み聞かせ
②お話
（ストーリーテリング）

③ブックトーク
④読書会
⑤書評合戦
（ビブリオバトル）
⑥ピッチトーク
⑦ペア読書
⑧味見読書
⑨ブッククラブ
⑩リテラチャー・サークル
⑪アニマシオン

⑫本探しゲーム
⑬図書委員、読書リーダー等
の読書推進活動
⑭子ども同士の意見交換を
通じて、一冊の本を「〇〇
賞」として選ぶ取組

⑮読書新聞や読書ポスター、
本の帯やPOPの作成
⑯自分も書き手となる
⑰映画等と原作の比較
⑱まわし読み新聞
⑲読書の記録
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子どもの読書活動の推進における基本的な考え方



３ 「Ⅱ 各論」について
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例① 「地域における読書活動の推進」

地域の役割
・図書館や公民館、学校、児童館、放
課後子ども教室及び地域の民間
団体が相互に連携
・「教育振興運動」としての取組
・地域学校協働活動の一つとしての
読み聞かせや図書館の環境整備等

これまでの県の主な取組
・各教育事務所管内での「子どもの読書推進
会議」「読書ボランティア等研修会」等を実
施し、ネットワーク形成、スキルアップ向上を
支援
・「子どもの読書活動優秀実践校・図書館・団
体（個人）文部科学大臣表彰」への推薦、好
事例の周知

現状と課題
・多様な子どもたちの読書機会の充
実に向けた研修の一層の充実
・ボランティア養成やスキルアップ、
ネットワーク形成
・県内の公立図書館等における県
民の読書意欲の高揚と読書普及
の推進に資する取組

地域に期待される取組
・「教育振興運動」や地域学校協働活
動による本との豊かな出会いの場の
創出
・親子対象の読み聞かせ会等
・読書の価値の再認識
・読書への関心を高める取組
・子ども自身による読み聞かせ
・中高生による公立図書館等との連携

県の取組の方向性
・ボランティアの養成や資質向上、ネットワー
ク形成
・読書への関心を高める取組や子どもによる
読書を通したボランティア活動に関する先
進的事例の情報提供
・地域ボランティア等に対するアクセシブルな
書籍や電子書籍の利活用に係る情報提供

市町村に期待される取組
・市町村立図書館における児童
サービスの充実
・地域ボランティア団体等への支援
・読書活動推進の奨励と支援
・読書への関心を高める取組や、子
どもによる読書を通したボランティ
ア活動に関する情報や機会の提供

20

３ 「Ⅱ 各論」について



例② 「連携協力による子どもの読書活動の普及啓発」

現状と課題
・定期的なブックリストの更新と活用事例の周知
・家庭教育や子育て支援のための講座や研修等に
おける読書活動の普及・奨励
・小中学校の特別支援学級及び特別支援学校に
おける読書推進の好事例を収集・紹介
・民間団体及び公立図書館等との連携

県の取組の方向性
・家庭教育や子育て支援のための講座や研修
会等を通じて読書活動の重要性を周知啓発
・「教育振興運動」や地域学校協働活動をはじ
めとした子どもの読書活動の推進に資する多
様な好事例の紹介
・小中学校の特別支援学級及び特別支援学校
における読書推進の好事例を収集・紹介

これまでの県の主な取組
・「まなびネットいわて」や各種研修会での
情報発信
・家庭教育や子育て支援のための講座や
研修会等を通じて読書活動の重要性に
ついて周知啓発
・県内各地の取組事例の紹介・普及

市町村に期待される取組
・身近な情報や啓発資料等の提供
・家庭教育学級等における、子どもの読書活動の重要性に
関する学習機会の提供
・「教育振興運動」や地域学校協働活動における多様な読
書活動の奨励
・特色ある地域の読書推進活動に関する情報提供
・多様な子どもたちの居場所や学習の場における読書推進
事例の収集
・地域の民間団体との連携
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本県の子どもたちが読書活動に魅力を感じ、主体的に

取り組むことができる環境づくりの推進に、引き続き皆様の

ご協力をよろしくお願いいたします。


